










































は、父母の染色体がお前 いう生命に配合された瞬間 お前の運命は定まったのだ。必要以上に女っぽい体と心情 中に置かれた飽くこなき知的欲望、荒々しく烈しい熱情、そして本質的なものにしか惹かれない心
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をめぐって」（ 『本 そして人』所収）など）から本稿を執筆する当たり、貴重な教えを受けたことを記し 感謝する。
　
筆者が神谷美恵子の書籍を取り上げ、小さなクラスで学生たちと一
















































てひとり山道を降りて行く。坂の途中に曲がりかどがあって、そこまで行くと急に広いレマン湖が眼下にひらける。そのかどで自転車を止め、じっと夕陽に光る水面をながめるのだ。ちょうどそのころ、うしろの山の峯々から牛たちが首の鈴をふりふり、村へ降りてくるのが聞こえる。その響きのほかはしんとしていて、だれひと 道を通る者はいない ただ夕やけの空と、山の木立と、みどりに囲まれ、みどりを映す湖水の深 あい 色 。
　
空がだんだん紫がかり、次第に濃紫、濃紺、灰色と変って行く













この文章（ 「 「存在」の重み」 ）の初出は一九七一年一二月一三
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「いのちの源で、導き、 救う神」 への信頼を深めさせるも であった。しかし、この神秘家としての自覚は人間中心的で、理性的な信仰を保持する人々からは訝しがられ、排撃されるものであろう。けれども、美恵子はその偏見を超えて、 「すべての存在に恵みを与える神」を通して真理と愛に気づかされ、その もの 隔てなく、注がれる神の愛」に導かれ、促されて「愛 実践」へと向かっていく
（ 『本、





































虚にあらゆる事を感謝出来た事はあっただろうか。 （中略）宇宙を創り、その中に、かかる「我」を創りて置き給いし者を思うほどの深き平安はまたとあろう 。 （中略）創られし目的に忠実に生きる、それだけだ。 」とある
（同書、二四頁）
。自らが創造されたことへの素直な感


























（中略） 〔三谷〕先生をこの世で出会ったほとんど唯一の師と思っている。それほど先生に負うと ろが大きい。それはただ思想上のことだけでなく、私の生涯での危機の一つを、先生はきびしい批判とともに、 稀にみる寛容な思いやりをもって支え 乗りこえさせて下さった。そして反対や障害の多かった医学へのささやかな志を、終始力づよく励まして下さった数少ない恩人の一人である。私の精神形成も、人生行路も、先生との出会いなくしては、まったく異なったものになっていたかも知れない」 （一五九頁）と述べている。彼女は自らの「精神形成、人生行路」の上で、三谷に多くを負っ だと自覚していた。三谷との出会いは彼女が肺結核を発病した一九三五年であった。三谷もまた同病を病んだことがあ 。また、彼 美恵子の叔父金沢常雄などと友人であった
（ 『神谷美恵子の世界』 、 二〇五頁、 『川西田鶴子文集』 、
二〇〇三年、三一頁）
。美恵子は三谷の信仰姿勢、生き方について、 「形















谷は病いともに孤独をも友としなければな なか た。彼は一九二三（大正一二）年一月、児玉菊代と結婚し、翌年の三月、長女晴子が授けられたが、三週間後、晴子を失い、同年七月、妻菊代をも天へ 送らねばならなかった
（同書、四三〇頁、 『川西田鶴子文集』 、三四頁）
。しか




















れたとてそれが何だろう。 （中略）自分がもし少しでもよいものを現わすことができるとしたらそれはみな、神から人から、それらより数倍多くの恵みを享けたからなのだ。恩恵は人類共通の財産だ。その分前を多く享け ものは少しでも多くそれを以って人をうるおせ。そうせずに、なおもっと恩恵を頂こうとするのは、それは「むさぼる人」のすることだ。 」



















































































ress, 1997), 12 ）。そしてどうして診察台のハ



































道」を己が道として生きる教育者、平和主義者新渡戸が『人生雑感』を通して多くの青年たちに語りかけた。しかも、この新渡戸も「悲哀」 深く知るものであった。一人っ子の遠益を生後まもなく亡くし（一八九二年） 、新渡戸の栄達を望んでいた母勢喜の死に目（一八八〇年）に間に合わなかった悲しみを持っていた。新渡戸が述べる「悲哀の意味」を美恵子も問わなければならない。そしてその時が訪れた。それは前述した肺結核を発病 、一九三五年から三
?
年まで、軽










































































































































と英国の社会事業の部だ。そうした所 前に来ると、私は吸いついた様になって動かないという。その様子を（中略）代 代る母上 説明した時だった。父上はふ 笑いながら言わ るには「美恵子は医者なるかな
―
君も医学にとりつかれたのだろう。それが何か運命なん
だろう。いい俺もあきらめた。俺 生きている限り応援してや からやれ」 。 （中略）突飛な事の嫌 な父上が、 して四年前にあれほど私の志望に反対され 父上が
―
あまりの事に圧倒された。 」翌日の「日
記」は「父上はたし にこれが私の行くべき道だろうと信ずると言われる。 「これほど好きじゃ駄目だと思ったよ 何しろも 顔色が変るんだもの」と。母上も「癩
マ病マのところに行きさえしなければ」と言わ











ことは難しくなった。一九三九年、コロンビア大学理学部・医学進学コースへ転籍 ての学びを中断して、一九四〇年七月 帰国しなければならなくなった。それは断腸の思いであったようだ。帰国後、吉岡弥生の特別 計らいで東京女子医学 門学校本科に編入学が許された（一九四一年六月） 。彼女はその時の思いを次のように記している。　
日本では女子はまだ大学に入れてもらえない時代で、道は女





































田研究室を訪ねた感想をつづった翌日の一〇日の「日記」は「太田先生のお体とお顔は科学と芸術にささげてもやし尽くした体の残骸のようにガタガタした感じがする。長い年月の研究生活の荷にこごめられた肩を眺めながら科学者の忍耐、克己、努力を思い、深いしわの入ったお顔に、長い年月の間、あらゆる思想や感情にするどく、こまやかにヴァイブレイトした心琴の跡を見 。私もまた自分を つて、 こんなん ガタ になって見たい」
















































（ 『若い日の日記』 、 一一一頁）
と述べる反面、八月二八日のそれは「果たしてお前に耐えられるか、欲の深いお前に？」と、心のうちの囁きを記し、つづけて「ひえびえした空気の中で長島以来のことを考え続けている。私は英雄でない」（ 『日記・書簡』 、四四頁）
と、自らの決意を鈍らせる不安を記している。























別式、矢内原［忠雄］先生司会、 ［金沢］常雄叔父様祈祷、守谷英次氏、南原繁先生御話。川西［実三］小父様 略歴 お読みになった」（同書、四九頁）
と、内村鑑三の弟子たちの手で、姉三谷民子が院長で








































ないで、しかも自分の弱さはさらけ出す 強さより弱さを出すように。 「大地の母」 たり得るように」
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ウィリアム・ジェイムズ著、比屋根安定訳『宗教経験の諸相』誠信書房、
一九五七年。
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